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ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
展

■
期
間　

９
月
17
日（
土
）～
10
月

16
日（
日
）

■
場
所　

フ
ラ
ワ
ー
ホ
ー
ル

■
内
容　

布
を
使
用
し
て
作
っ
た

フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
作
品
を
展
示

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
レ
ア
展

■
期
間　

９
月
23
日（
金
）～
10
月

10
日（
月
）

■
場
所　

フ
ラ
ワ
ー
ホ
ー
ル
入
口

■
内
容　

50
品
種
１
０
０
鉢
程
度

を
展
示

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

■
日
時　

９
月
25
日（
日
）13
時
30

分
～
15
時
30
分

■
内
容　

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ

ー
※
を
作
り
ま
す
。

■
定
員　

40
人

■
参
加
料　

２
，０
０
０
円
程
度

（
材
料
代
）

■
申
込
方
法　

１
週
間
前
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
花
の
図
書
館
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

専
用
の
溶
液
を
用
い
て
、
美
し

い
姿
を
長
時
間
保
存
す
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
加
工
さ
れ
た

花

園
芸
教
室

■
日
時　

10
月
９
日（
日
）13
時
30

分
～
15
時
30
分

■
内
容　

絶
滅
危き

ぐ惧
種
を
増
や
し

ま
し
ょ
う
。

■
定
員　

30
人

■
参
加
料　

１
，０
０
０
円
程
度

（
材
料
代
） 

■
申
込
方
法　

１
週
間
前
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
花
の
図
書
館
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
各
催
し
の
参
加
料
と
は
別
に
、

入
園
料
と
し
て
高
校
生
以
上
６

０
０
円
、
小
・
中
学
生
３
０
０

円
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か
ご
し
ま

　

☎
㉟
３
３
３
３　
　
　
　

　

力
走
す
る
選
手
た
ち
に
大
き
な

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
日　

９
月
23
日（
金
）

■
会
場　

陸
上
競
技
場
周
辺

■
種
目

○
中
学
女
子
（
３
㎞
）

９
時
55
分
ス
タ
ー
ト

陸
上
競
技
場
～
川
口
モ
ー
タ
ー

ス
先
～
陸
上
競
技
場

○
中
学
１
・
２
年
男
子
（
４
㎞
） 

10
時
20
分
ス
タ
ー
ト

陸
上
競
技
場
～
魚
見
港
入
口
前

～
陸
上
競
技
場

○
高
校
男
子
（
10
㎞
）

10
時
25
分
ス
タ
ー
ト

陸
上
競
技
場
～
尾
掛
～
錦
江
楼

手
前
～
陸
上
競
技
場

○
高
校
・
一
般
女
子
（
５
㎞
）

11
時
15
分
ス
タ
ー
ト

陸
上
競
技
場
～
魚
見
港
手
前
４

５
０
ｍ
～
陸
上
競
技
場

○
一
般
男
子
（
10
マ
イ
ル
）

11
時
20
分
ス
タ
ー
ト

陸
上
競
技
場
～
川
口
モ
ー
タ
ー

ス
～
陸
上
競
技
場
前
～
錦
江
楼

～
外
城
市
～
陸
上
競
技
場

○
中
学
３
年
男
子
（
４
㎞
）

11
時
45
分
ス
タ
ー
ト

陸
上
競
技
場
～
魚
見
港
入
口
前

～
陸
上
競
技
場

問
い
合
わ
せ
先

市
陸
上
競
技
協
会
会
長

中
吉
一
寛

☎
㉓
３
９
３
０
（
丸
寛
）

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

か
ご
し
ま

催  

し

第
46 
回

県
長
距
離
走
指
宿
大
会

　クリーン指宿は、快適で住みやすい環境を
つくるための市民参加による清掃作業です。
　皆さんの協力をお願いします。
■期日　９月25日（日）
※雨天中止
問い合わせ先
　クリーン指宿市民会議事務局
　☎㉒5550
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山
川
高
校
で
は
、
生
涯
学
習
県

民
大
学
の
一
環
と
し
て
、
パ
ソ
コ

ン
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
文
書

作
成
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
を
活
用

し
た
年
賀
状
作
成
を
学
び
ま
す
。

■
日
程

11
月
15
日（
火
）、
17
日（
木
）、

　
　

22
日（
火
）、
24
日（
木
）、

　
　

29
日（
火
）

12
月
１
日（
木
）、
６
日（
火
）、

　
　
　

８
日（
木
）、
13
日（
火
）、

　
　
　

15
日（
木
）の
全
10
回

■
時
間　

18
時
～
20
時

■
場
所　

山
川
高
校
２
棟
２
階
ワ

ー
プ
ロ
実
習
室

■
対
象
者　

一
般

■
定
員　

20
人
程
度

■
受
講
料　

１
，０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
等
）

※
１
回
目
の
講
座
で
徴
収
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

○
往
復
は
が
き
に
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

○
返
信
は
が
き
に
講
座
案
内
を
記

載
し
ま
す
の
で
、
第
１
回
講
座

日
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

10
月
31
日（
月
）

必
着

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

−

０
５
１
６

指
宿
市
山
川
成
川
３
４
２
３

山
川
高
等
学
校

生
涯
学
習
県
民
大
学
担
当
係

☎
㉞
０
１
４
１

　

ハ
ン
ド
ベ
ル
同
好
会
で
は
、
会

員
を
募
集
し
ま
す
。
楽
譜
が
読
め

な
い
人
も
楽
し
く
演
奏
に
参
加
で

き
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て

一
緒
に
練
習
し
ま
せ
ん
か
。

■
練
習
日　

毎
週
火
曜
日

■
時
間　

10
時
～
12
時

■
場
所　

中
央
公
民
館
２
階

■
募
集
人
員　

10
人
程
度

※
参
加
希
望
の
人
は
、
白
い
手
袋

と
ベ
ル
を
磨
く
布
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
会
費　

２
０
０
円
程
度

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ン
ド
ベ
ル
同
好
会

萩
原　

献

☎
０
９
０-

３
３
５
７-

９
６
３
８

　

市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、

聴
覚
障
害
者
の
福
祉
増
進
に
努
め

る
た
め
、
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成

講
習
会
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
期
間　

10
月
17
日（
月
）～
12
月

19
日（
月
）の
毎
週
月
曜
日
、
計

10
回

■
時
間　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

20
人

■
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要
）

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
、
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
締
切
日　

10
月
７
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
地

域
福
祉
課
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
６
）

募集

要
約
筆
記
講
習
会
の

受
講
生

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

年
賀
状
作
成
講
座

ハ
ン
ド
ベ
ル
同
好
会
の

会
員

募  

集

日韓友好の翼～交流・友情の輪を広げよう～
　市観光協会では、国際交流事業の一環として、韓国（釜山）で行われる「釜山ウオーキング大会」ツアー参
加者を募集します。また、ウオーキング大会に参加しない人には、釜山・慶州観光ツアーを設けています。ツ
アーの内容は次のとおりです。多くの市民の参加をお待ちしています。

○期間　11月11日（金）～13日（日）　２泊３日
○参加費　１人59,800円（40人限定）
　※参加費に含まれないもの　【パスポート代、海外旅行損害
　　保険（任意）、ウオーキング大会参加費】

○ツアー内容
　Ａコース「釜山ウオーキング大会」参加ツアー
　　韓国第２の都市、港町釜山にてウオーキングを楽しもう。

　Ｂコース「釜山・慶州」観光ツアー
韓国の中でも、もっとも多くの歴史遺産が点在する世界遺
産の町、慶州を訪ねるツアー。韓流ドラマのロケ地もご堪
能ください。

■申込方法　市観光協会に設置してある申
込用紙に必要事項を記入の上、パスポー
トを持参して直接申し込んでください。

■申込締切日　10月４日（火）
■その他　パスポートは市役所市民協働課

で申請できます。取得には、土・日・祝
日を除き10日程度必要です。

※詳しくは、問い合わせてください。
申し込み・問い合わせ先
　指宿市観光協会（担当・下吉）
　☎㉒3252

指宿市観光協会国際交流事業
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総
務
省
統
計
局
と
県
で
は
、
平

成
23
年
10
月
20
日
現
在
で
社
会
生

活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
国
か
ら
抽
出

さ
れ
た
約
８
万
４
千
世
帯
を
対
象

に
、
日
々
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を

仕
事
や
学
業
、
家
事
に
費
や
し
て

い
る
か
、
過
去
１
年
間
の
自
由
時

間
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
た

か
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
仕
事
と
生
活
の

調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
）
の
推
進
、
少
子
高
齢
化
対

策
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

な
ど
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
10
月

上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
調
査
員

が
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
票
へ
の

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
庁
統
計
課
人
口
労
働
統
計
係

☎
０
９
９-

２
８
６-

２
４
８
２

　募集・お知らせ

お
知
ら
せ

社
会
生
活
基
本
調
査

■募集要項

■体験談・説明会

※応募資料の配布や活動紹介のビデオ上映、概要説明、体験談の発表、個別相談などを行います。
　入場無料・予約不要です。

■資料請求・問い合わせ先
○独立行政法人　国際協力機構九州国際センター（ＪＩＣＡ九州）☎093−671−8349
○ＪＩＣＡデスク鹿児島（㈶鹿児島県国際交流協会内）☎099−221−6624
※詳しくは、ＪＩＣＡホームページ（http://www.jica.go.jp）をご覧ください。

独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）では、開発発展途上の国づくり
のために現地の人々とともに活動するボランティア等を募集します。

開発途上国の国づくり
青年海外協力隊等集

募

青年海外協力隊 
日系社会青年ボランティア

シニア海外ボランティア 
日系社会シニア・ボランティア

募 集 期 間 10月１日（土）～11月７日（月）【消印有効】

応 募 資 格 満20歳から満39歳で 
日本国籍を持つ人

満40歳から満69歳で 
日本国籍を持つ人

募 集 分 野 
（ 業 種 ）

【青年海外協力隊】
農林水産、加工、保守操作、土木建築、保
健衛生、教育文化、スポーツ、計画・行政
の８部門、約120職種

【日系社会青年ボランティア】
教育文化、保健衛生、福祉部門を中心に約
10職種、主に日本語教育

【シニア海外ボランティア】
計画・行政、公共・公益事業、農林水産、
鉱工業、エネルギー、商業・観光、人的資
源、保健・医療、社会福祉、その他（渉外
促進、日本語教育、有資格登録）

【日系社会シニア・ボランティア】
日本語教育、農業、保健・医療、社会福祉、
人的資源、その他

派 遣 国

【青年海外協力隊】
アジア、アフリカ、中南米、大洋州、中近
東の約80カ国

【日系社会青年ボランティア】
中南米各国の日系団体

【シニア海外ボランティア】
アジア、アフリカ、中南米、大洋州、中近
東の約50カ国

【日系社会シニア・ボランティア】
中南米各国の日系団体

派 遣 期 間 １年間または２年間（赴任形態：単身赴任） １年間または２年間

日　　　時 会　　　　　　場

青年海外協力隊 
日系社会青年ボランティア

10月９日（日）
14：00～

かごしま県民交流センター　東棟４階 
（市電「水族館口」電停下車　徒歩４分）

10月21日（金）
18：30～

鹿児島市勤労者交流センター　７階 
（JR鹿児島中央駅下車　徒歩５分）

シニア海外ボランティア 
日系社会シニア・ボランティア

10月９日（日）
14：00～

かごしま県民交流センター　東棟３階 
（市電「水族館口」電停下車　徒歩４分）
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お知らせ

　

農
業
を
営
ん
で
い
る
人
で
、
農

業
用
機
械
の
購
入
や
農
業
用
施
設

の
整
備
な
ど
に
必
要
な
資
金
を
借

り
入
れ
た
い
人
は
、
農
業
制
度
資

金
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

資
金
の
種
類
に
は
、
農
業
近
代

化
資
金
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
資

金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

国
や
県
・
市
な
ど
が
利
子
の
助

成
を
行
う
も
の
も
あ
り
、
農
業
を

営
ん
で
い
る
人
の
負
担
軽
減
を
図

る
目
的
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

貸
出
金
利
・
条
件
な
ど
は
、
用

途
や
要
件
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
農
業
制
度
資
金

の
他
に
、
認
定
農
業
者
等
を
対
象

と
し
た
無
利
子
の
「
指
宿
市
農
業

振
興
促
進
基
金
」
も
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
農
政
課
農
村
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
０
）

○
い
ぶ
す
き
農
業
協
同
組
合
本
所

融
資
課

　

☎
㉟
３
４
１
２

　

10
月
１
日
の
「
法
の
日
」
に
ち

な
み
、
県
司
法
書
士
会
、
県
土
地

家
屋
調
査
士
会
、
南
九
州
税
理
士

会
鹿
児
島
県
連
合
会
で
は
、
無
料

法
律
・
登
記
・
税
務
相
談
を
行
い

ま
す
。

■
日
時　

10
月
１
日（
土
）10
時
～

16
時

■
場
所　

山
川
文
化
ホ
ー
ル

■
相
談
の
内
容　

土
地
建
物
の
登

記
に
関
す
る
こ
と
、
土
地
の
地

積
・
分
筆
・
測
量
・
境
界
に
関

す
る
こ
と
、
会
社
の
登
記
に
関

す
る
こ
と
、
所
得
税
・
贈
与
税
・

　

相
続
税
・
そ
の
他
税
務
一
般
に

関
す
る
こ
と
、
遺
言
に
関
す
る

こ
と
、
成
年
後
見
手
続
き
に
関

す
る
こ
と
、
裁
判
手
続
き
や
裁

判
所
に
提
出
す
る
書
類
に
関
す

る
こ
と
、
消
費
者
金
融
問
題
・

架
空
請
求
問
題
に
関
す
る
こ
と
、

供
託
に
関
す
る
こ
と　

な
ど

■
申
込
方
法　

事
前
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。
当
日
、
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
９
９-

２
５
６-

０
３
３
５

○
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

☎
０
９
９-

２
５
７-

２
８
３
３

○
南
九
州
税
理
士
会
鹿
児
島
県
連

合
会

　

☎
０
９
９-

２
２
５-

６
１
４
８

■
使
用
料

市
で
は
、
社
会
体
育
施
設
の
使

用
料
を
、
10
月
１
日（
土
）か
ら

改
定
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
指

宿
総
合
体
育
館
、
山
川
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
、
Ｂ
＆
Ｇ
山
川

海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
、
開
聞

総
合
体
育
館
、
川
尻
ふ
れ
あ
い

交
流
館
に
設
置
し
て
あ
る
チ
ラ

シ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き

ま
す
。

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

■
予
約

市
の
社
会
体
育
施
設
の
予
約
受

付
を
10
月
１
日（
土
）か
ら
統
一

し
ま
す
。
受
付
は
、
各
施
設
に

て
使
用
す
る
日
の
２
週
間
前
か

ら
予
約
で
き
ま
す
。（
予
約
日
が
、

休
館
日
の
場
合
は
、
そ
の
前
日

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。）

ま
た
、
大
会
等
で
使
用
す
る
場

合
は
、
一
定
期
間
前
に
計
画
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
か
、
２

月
に
行
わ
れ
る
年
間
利
用
調
整

会
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
体
育
施
設
係

☎
㉗
０
２
０
３

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、
生

後
６
カ
月
か
ら
７
歳
半
に
達
す
る

ま
で
に
３
回
（
１
期
）、９
歳
か
ら

13
歳
未
満
ま
で
に
１
回
（
２
期
）

接
種
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
、
予
防
接
種
法
が
一
部
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
次
の
対

象
者
は
、
接
種
期
間
が
緩
和
さ
れ
、

20
歳
未
満
ま
で
接
種
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

接
種
を
希
望
す
る
対
象
者
は
、

予
診
票
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

■
対
象
者

平
成
７
年
６
月
１
日
～
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
接
種
の
際
は
、
必
ず
医
療
機
関

へ
予
約
を
し
、
母
子
手
帳
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
（
母
子
手
帳

を
紛
失
し
た
際
は
、
問
い
合
わ

　

せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
）。

※
こ
れ
ま
で
の
接
種
回
数
等
に
よ

り
、
接
種
方
法
が
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ

い
て
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
防
接
種
後
の
過
度
な
運
動
は

さ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
１
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

☎
㉞
１
１
１
３

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

ご
活
用
を

農
業
制
度
資
金

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の

救
済
接
種

変
わ
り
ま
す

社
会
体
育
施
設
の

使
用
料
・
予
約

無
料

法
律・登
記・税
務
相
談
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財
団
法
人
結
核
予
防
会
で
は
、

結
核
や
肺
が
ん
な
ど
の
撲
滅
を
目

指
し
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

複
十
字
シ
ー
ル
運
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
胸
部
の
病
気
に

関
す
る
知
識
の
啓
発
と
予
防
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
募
金
活
動
で
す
。

　

集
め
ら
れ
た
お
金
は
、
胸
部
検

診
機
器
の
整
備
費
用
や
、
結
核
が

ま
ん
延
し
て
い
る
国
々
へ
の
援
助

資
金
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

■
複
十
字
シ
ー
ル
の
種
類
お
よ
び

金
額

○
複
十
字
シ
ー
ル
大
型
（
24
面
）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
，０
０
０
円

○
複
十
字
シ
ー
ル
小
型
（
６
面
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
円

○
複
十
字
シ
ー
ル
小
型
・
封
筒

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
円

募
金
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
２
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
３

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

　

国
は
、
毎
年
９
月
24
日
か
ら
30

日
ま
で
の
１
週
間
を
「
結
核
予
防

週
間
」
と
定
め
て
、
国
民
に
対
し

結
核
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普

及
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

結
核
は
、
今
な
お
、
年
間
約
２

万
４
千
人
の
新
規
患
者
が
発
生
し
、

約
２
千
人
が
亡
く
な
る
、
わ
が
国

最
大
の
感
染
症
で
す
。

　

結
核
の
制
圧
の
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
の
理
解
と
協
力
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
国
や
市
・
医
療

機
関
な
ど
関
係
団
体
等
が
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
週
間
を
機
会
に
結
核
に
対

す
る
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、

結
核
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

■
結
核
と
は

結
核
は
、
大
正
か
ら
昭
和
20
年

ご
ろ
ま
で
は
死
因
の
第
１
位
を

占
め
、「
国
民
病
」、「
亡
国
病
」

と
恐
れ
ら
れ
ま
し
た
。

近
年
は
医
療
や
生
活
技
術
の
向

上
に
よ
り
、
服
薬
治
療
で
完
治

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
で
も
「
わ
が
国
最
大
の
感
染

症
」
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
感
染
経
路

結
核
は
、
結
核
菌
に
感
染
す
る

こ
と
で
、
主
に
肺
が
炎
症
を
起

こ
す
病
気
で
す
。

結
核
患
者
の
た
ん
や
く
し
ゃ
み

な
ど
に
よ
っ
て
、
空
気
中
に
飛

び
散
っ
た
菌
を
、
周
り
の
人
が

直
接
吸
い
込
む
こ
と
で
感
染
し

ま
す
。

■
症
状

結
核
の
症
状
は
風
邪
に
よ
く
似

て
い
ま
す
。
次
の
い
ず
れ
か
の

症
状
が
続
く
場
合
は
、
早
め
に

医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
受
診
の
際
は
必
ず
マ
ス

ク
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
せ
き
や
た
ん
が
２
週
間
以
上
続

く
○
身
体
が
だ
る
く
な
る
（
身
体
が

重
く
、
肩
が
凝
る
よ
う
に
感
じ

る
。）

○
体
重
が
減
る

○
微
熱
が
続
く
（
特
に
夕
方
）

○
胸
や
背
中
に
痛
み
が
あ
る

■
結
核
を
予
防
す
る
に
は

市
で
実
施
し
て
い
る
結
核
・
肺

が
ん
検
診
を
受
診
す
る
な
ど
、

年
に
１
回
は
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
乳

児
は
、
生
後
３
～
６
カ
月
の
間

に
必
ず
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
普
段
の
食
事
・
休
養

に
気
を
配
り
、
身
体
の
抵
抗
力

を
強
く
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
家
庭
で
天
ぷ
ら
な
ど

に
使
用
し
た
あ
と
に
、
使
わ
な
く

な
っ
た
食
用
油
（
廃
食
油
）
の
分

別
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

収
集
し
た
廃
食
油
は
、
有
効
な

資
源
と
し
て
油
脂
原
料
（
塗
料
や

イ
ン
キ
の
原
料
）
な
ど
に
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
廃
食
油
収
集
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
収
集
場
所　

各
地
域
の
資
源
ご

み
常
設
収
集
所
（
３
カ
所
）
お

よ
び
福
元
公
民
館

■
収
集
時
間　

８
時
～
19
時

※
山
川
ご
み
処
理
場
お
よ
び
福
元

公
民
館
は
解
放
時
間
内
、
開
聞

常
設
収
集
所
は
９
時
～
17
時
ま

で
※
設
置
さ
れ
た
収
集
用
ド
ラ
ム
缶

に
廃
食
油
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
廃
食
油
は
、
家
庭
か
ら
出
た
使

用
済
み
の
食
用
油
（
サ
ラ
ダ
油

な
ど
）
に
限
り
ま
す
。

※
次
の
も
の
は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。

○
事
業
所
か
ら
出
た
廃
食
油

○
廃
食
油
以
外
の
油

○
凝
固
剤
に
よ
る
処
理
済
の
油

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
５
）

お知らせ

廃
食
油

分
別
収
集
の
お
願
い

複
十
字
シ
ー
ル
運
動

結
核
予
防
週
間

長
引
く
せ
き
は
注
意
信
号

結
核
予
防
週
間
と

　
複
十
字
シ
ー
ル
運
動
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人事行政の状況

指宿市人事行政の運営等の状況
　「指宿市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、市職員の給与などの状況について次のと
おりお知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先　総務課人事係　☎㉒2111（内線115）

１　職員の任免および職員数に関する状況	
（1）退職・新規採用等の状況

（2）職員数に関する状況（各年度４月１日現在）

２　職員の給与の状況
（1）人件費の状況（普通会計決算）

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）１　職員手当には、退職手当・退職手当負担金を含みません。
　　 ２　職員数は、平成21年４月１日現在の人数です。特別会計（唐船峡など）や公営企業（水道など）の職員は含めていません。

（3）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成22年４月１日現在）
①一般行政職

（単位：人）

（単位：人）

（注）職員数には、指宿地区消防組合、指宿広域組合へ派遣中の職員、指宿商業高等学校教員、臨時職員は含めていません。

平成22年4月1日
現在職員数 457  平成22年度

退職数 19 平成23年度
新規採用者数 10 平成23年4月1日

現在職員数 448

区　分
部　門

平成22年度   
職員数

平成23年度   
職員数 増減 区　分

部　門
平成22年度   

職員数
平成23年度   

職員数 増減

一
般
行
政
部
門

議 会 5 5 0
特別行政

教 育 78 77 − 1

総 務 101 97 − 4 小 計 78 77 − 1

税 務 32 30 − 2

公営企業 
等

水 道 18 15 − 3

農 林 水 産 49 51 2 下 水 道 5 5 0

商 工 20 21 1 そ の 他 41 41 0

土 木 36 38 2 小 計 64 61 − 3

民 生 39 37 − 2

総　　　　計 457 448 − 9衛 生 33 31 − 2

小 計 315 310 − 5

区　分 歳出額　Ａ 実質収支 人件費　Ｂ 人件費率　Ｂ／Ａ （参考）　　　　　
20年度の人件費率

21年度
千円

20,929,846 
千円

867,776 
千円

3,982,012 
％

19.0 
％

21.9 

区　分 職員数
Ａ

給　　　与　　　費 一人当たり
給与費 B/A

（参考）一般市類型平均
一 人 当 た り 給 与 費給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　Ｂ

21年度
人

453 
千円

1,602,753 
千円

242,997 
千円

643,962 
千円

2,489,712 
千円

5,496 
千円

5,863 

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額（国ベース）

指宿市 43.9歳 338,785円 385,006円 362,417円

鹿児島県 44.1歳 326,599円 401,980円 363,175円

国 41.9歳 325,579円 － 395,666円

類似団体 43.3歳 326,813円 375,935円 353,294円
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人事行政の状況

②技能労務職

（注）１　「平均給料月額」とは、平成22年４月１日現在における職種ごとの職員の基本給の平均です。
　　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したもの
　　　　であり、地方公務員給与実態調査において公表されているものです。
　　　　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないこと
　　　　から、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものです。
　　　３　「うちその他」とは、唐船峡そうめん流し調理員・応接員、ふれあい公園作業員、清掃職員、道路作業員です。
　　　４　民間従業員のデータは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用しています。（平成19～21年の３カ年平均）
　　　５　技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、事業所規模、経験年数、業務内容、非正規雇用を含めた雇用形態等の点において
　　　　完全に一致しているものではありません。
　　　６　年収ベースの公務員および民間のデータは、それぞれ平均給与月額を12倍したものに、公務員においては前年度に支給された期末・
　　　　勤勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値です。

（4） 職員期末・勤勉手当の状況（平成22年４月１日現在） （5）特別職の報酬等の状況
　　（平成22年度支給額および割合）

区　　分

公　　務　　員

平均年齢 職員数 平均給料月額 平均給与月額
（Ａ）

平均給与月額
（国ベース）

指    宿    市 48.6歳 36人 322,121円 343,117円 337,378円

う ち 用 務 員 49.5歳 12人 301,164円 321,892円 318,592円

うち学校給食員 43.9歳 16人 320,215円 340,444円 336,156円

う ち そ の 他 56.7歳 8人 359,616円 380,425円 368,100円

国 49.3歳 3,955人 284,514円 － 322,291円

鹿  児  島  県 48.5歳 553人 329,727円 387,247円 363,593円

類  似  団  体 48.6歳 30人 306,912円 330,237円 319,997円

区　　分

民　　　　間 参　　　　考

対応する民間 
の類似職種 平均年齢 平均給与月額

（Ｂ） Ａ／Ｂ
年収ベース（試算値）の比較

公務員（Ｃ） 民間（Ｄ） Ｃ／Ｄ

指    宿    市 ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝

う ち 用 務 員 用務員 53.8歳 213,600円 1.51 5,250,104円 3,043,200円 1.73

うち学校給食員 調理士 41.2歳 197,700円 1.72 5,318,628円 2,739,000円 1.94

う ち そ の 他 その他 － － － 6,231,150円 － －

区　分

 指　宿　市

期末手当（月分） 勤勉手当（月分） 計

一般職員 特定幹部 一般職員 特定幹部 一般職員 特定幹部

６月期 1.250 1.050 0.700 0.900 1.950 1.950

12月期 1.350 1.150 0.650 0.850 2.000 2.000

 計 2.600 2.200 1.350 1.750 3.950 3.950

（参考） 職務の級などによる加算措置  有

区　分

国

期末手当（月分） 勤勉手当（月分） 計

一般職員 特定幹部 一般職員 特定幹部 一般職員 特定幹部

６月期 1.250 1.050 0.700 0.900 1.950 1.950

12月期 1.350 1.150 0.650 0.850 2.000 2.000

 計 2.600 2.200 1.350 1.750 3.950 3.950

（参考） 職務上の段階、職務の級などによる加算措置  有

区　　分 給料月額等

給
料
・
報
酬

市 　 長 730,800円

副 市 長 571,500円

教 育 長 535,500円

議 　 長 388,000円

副 議 長 310,000円

議 　 員 286,000円

期
末
手
当

市 　 長
６月期（1.45月分）
12月期（1.50月分）

副 市 長

教 育 長

計　2.95月分

議 　 長
６月期（1.45月分）
12月期（1.50月分）

副 議 長

議 　 員

計　2.95月分

ⅠBUSUKⅠ 2011. ９7



人事行政の状況

３　服務の基本原則（根拠法令はすべて地方公務員法）

４　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 （1） 
（1）勤務時間

５　職員の研修の状況　（※５・６・７・８については平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

７　職員の分限および懲戒処分の状況	６　職員の福祉および利益の保護の状況
（1）職員の健康診断

（2）公務災害補償の状況 ８　その他

処分内容 処分者数 処分内容 処分者数

分
限
処
分

免　　職 ０人
懲
戒
処
分

免　　職 ０人
降　　任 ０人 停　　職 ０人
休　　職 ３人 減　　給 １人
降　　給 ０人 戒　　告 ０人
失　　職 ０人 訓告など ４人

受　診　名 回数・種類 受診者数
レントゲン間接撮影 １回／年 236人
職場健康診断 １回／年 200人
人間ドック １日・２日・脳 255人
ＶＤＴ作業従事者健康診断 １回／年 27人

区　　　分 内　　　容 根拠法令
命 令 に 従 う 義 務 職員は、法令に従い、かつ、上司の職務命令に忠実に従わなければならない。 法第32条
信用失墜行為の禁止 職員は、職の信用を傷付け、または職の不名誉になるような行為をしてはならない。 法第33条
秘 密 を 守 る 義 務 職員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様とする。 法第34条
職務に専念する義務 職員は、勤務時間中職務に注意力のすべてを用い、職務にのみ専念しなければならない。 法第35条
政 治 行 為 の 制 限 職員は政治活動等をしてはならない。 法第36条
争 議 行 為 等 の 禁 止 職員は、ストライキ等をしてはならない。 法第37条

営 利 企 業 従 事 制 限 職員は、営利を目的とする私企業を営み、または報酬を得ていかなる事業にも従事してはな
らない。 法第38条

 区　　　分  標準の勤務時間等

勤 務 を 要 す る 日 毎週月曜日から金曜日までの週５日間
※祝日法による祝日および12月29日から1月３日を除く

１日当たりの勤務時間 ８時30分から17時15分まで 
※休憩時間を除く実質勤務時間は７時間45分

１週間当たりの勤務時間 38時間45分

（2）休暇制度（※取得実績は、平成22年1月1日～12月31日） 
 休暇の種類  休　暇　日　数　等 取得実績

有
　
　
給

年 次 有 給 休 暇 １年につき20日。前年に未使用日数がある場合、最大20日を翌年に繰り越し 平均9.8日/人
夏 季 休 暇 ７月から９月までの間に３日 平均2.7日/人
ボランティア休暇 自発的かつ無報酬の社会貢献活動に対し、１年に５日以内 取得なし
結 婚 休 暇 婚姻する職員に最大５日 ５人取得
産 前 休 暇 妊娠した職員に対し、出産予定日まで８週間以内 ６人取得
産 後 休 暇 出産した職員に対し、出産日の翌日から８週間以内 ３人取得
配 偶 者 出 産 休 暇 妻の出産に伴う入退院の付き添い等を行う職員に２日 ５人取得
配 偶 者 出 産
補 助 休 暇

妻の出産に伴い子の養育を必要とする場合、出産予定日８週間前（多胎妊娠は14週間）
から出産後８週間の間に５日 ３人取得

子 の 看 護 休 暇 小学校就学前の子の看護に対し、１年に５日以内 16人取得
忌 引 休 暇 葬儀、服喪その他の親族の死亡に伴う行事等に対し、親族の区分により１日から７日 83人取得
父 母 ・ 配 偶 者
お よ び 子 の 追 悼
の た め の 休 暇

父母等の追悼のための祭事に出席する場合に１日以内 １人取得

病 気 休 暇 負傷または疾病のため療養する必要がある場合、90日以内（生活習慣病、精神疾患の
場合は90日間延長） 42人取得

無
給

介 護 休 暇 配偶者や父母等を介護する場合に６月以内 取得なし
組 合 休 暇 職員団体の業務または活動に従事する場合に30日以内 １人取得

研　修　名 研修者数 研　修　内　容　等
財団法人鹿児島県市町村振興協会 117人 一般職員・管理監督者研修・特別研修
市単独研修 854人 管理監督者研修・新規採用職員研修

加入団体名 災害件数 災害の概要

地方公務員災害補償基金
鹿児島県支部 ３件 指創感染・指切創

指熱傷

勤務条件に関する措置の状況 なし
不利益処分に関する不服申し立ての状況 なし
※市のホームページ上でも給与・定員管理の状況について
公表しています。
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なのはな館・お知らせ

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

ん
で
い
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
制
度
で

す
。
そ
し
て
、
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
は
、
25
年
以
上

の
保
険
料
納
付
期
間
が
必
要
に
な

り
ま
す
。（
こ
の
期
間
に
は
、
保
険

料
免
除
期
間
・
学
生
納
付
特
例
期

間
等
を
含
み
ま
す
。
た
だ
し
、
半

額
免
除
や
４
分
の
１
免
除
等
の
部

分
免
除
の
場
合
は
、
免
除
後
の
保

険
料
を
納
め
て
い
な
い
と
未
納
扱

い
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。）

　

60
歳
に
な
っ
て
も
受
給
資
格
期

間
の
25
年
を
満
た
せ
な
い
人
な
ど

の
た
め
に
、
60
歳
に
な
っ
て
か
ら

も
引
き
続
き
国
民
年
金
に
任
意
で

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

の
で
き
る
任
意
加
入
制
度
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
任
意
加
入
は
申
請

し
た
月
か
ら
の
適
用
に
な
り
ま
す
。

　

任
意
加
入
で
き
る
の
は
、
次
の

よ
う
な
場
合
で
す
。

○
過
去
に
保
険
料
を
納
め
忘
れ
、

受
給
資
格
の
25
年
を
満
た
し
て

い
な
い
。

※
70
歳
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

○
25
年
以
上
は
納
め
た
が
、
も
っ

と
多
く
の
年
金
を
受
給
し
た
い
。

●
暫
定
利
用
期
間
の
延
長

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
な
の
は
な
館

は
、
今
年
４
月
か
ら
休
館
し
て
い

ま
す
が
、
現
在
、
芝
生
広
場
や
体

育
館
な
ど
一
部
の
施
設
に
つ
い
て

は
、
９
月
末
ま
で
暫
定
的
に
利
用

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

県
は
、
こ
の
暫
定
利
用
の
期
間

を
平
成
24
年
３
月
末
ま
で
延
長
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

10
月
以
降
の
施
設
利
用
に
関
す

る
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
９
月

16
日（
金
）か
ら
施
設
内
の
体
育
館

で
受
け
付
け
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
利
用
で
き
る
施
設
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
利
用
で
き
る
施
設　

芝
生
広
場
、

体
育
館
、
駐
車
場
、
遊
歩
道
、

遊
歩
道
ト
イ
レ

■
受
付
時
間　

９
時
～
21
時

施
設
利
用
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
先ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
な
の
は
な
館

（
体
育
館
内
）

☎
㉗
１
２
２
１

●
こ
れ
ま
で
の
経
緯

　

な
の
は
な
館
の
開
館
後
、
市
町

村
合
併
や
県
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
な

ど
を
背
景
に
、
県
内
に
は
、
同
様

の
機
能
を
有
す
る
施
設
が
整
備
さ

れ
、
同
種
・
類
似
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
県
は
昨
年
３
月
、
な

の
は
な
館
に
つ
い
て
「
今
後
も
引

き
続
き
県
で
設
置
す
る
必
要
性
は

低
い
た
め
、
平
成
22
年
度
末
を
め

ど
に
、
市
ま
た
は
民
間
へ
の
譲
渡

を
基
本
に
検
討
す
る
」
と
の
方
向

性
を
示
し
ま
し
た
。

　

県
か
ら
施
設
譲
渡
の
協
議
を
受

け
た
市
は
、
利
活
用
方
策
に
つ
い

て
幅
広
く
検
討
し
ま
し
た
が
、「
市

に
よ
る
直
接
的
な
運
営
は
難
し
い
」

と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
な
の
は
な
館
の
敷
地

が
市
有
地
で
あ
る
こ
と
や
、
周
辺

地
域
が
市
勢
発
展
に
と
っ
て
重
要

な
場
所
に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

県
と
市
は
施
設
を
有
効
に
活
用
す

る
事
業
者
に
貸
し
付
け
る
こ
と
を

目
指
し
、
選
考
委
員
会
を
組
織
し

て
公
募
を
実
施
し
ま
し
た
。

※
２
月
お
知
ら
せ
版
へ
掲
載

●
公
募
の
結
果

　

２
月
１
日
か
ら
公
募
を
開
始
し
、

３
月
31
日
ま
で
応
募
提
案
書
類
の

提
出
期
限
を
設
け
ま
し
た
が
、
応

募
提
案
書
類
を
提
出
し
た
事
業
者

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
な
の
は
な
館
の
今
後

　

現
在
、
新
た
な
運
営
事
業
者
を

再
度
、
公
募
に
よ
り
選
考
す
る
こ

と
も
含
め
、
県
と
今
後
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
の
結
果
に
つ
い
て
は
今
後
、

広
報
紙
に
も
掲
載
し
ま
す
。

な
の
は
な
館
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
先

　

市
長
公
室
総
合
調
整
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）

※
65
歳
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

　

海
外
に
居
住
し
て
い
る
期
間
も

任
意
加
入
制
度
を
利
用
し
て
、
保

険
料
を
納
め
て
受
給
額
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
免
除
・
若
年
者
納
付
猶

予
・
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期

間
が
あ
る
人
は
、
保
険
料
を
全
額

納
付
し
た
と
き
に
比
べ
て
受
け
取

る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
期
間
が
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
で
き

る
追
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

２
年
以
上
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

料
を
追
納
す
る
と
き
は
、
当
時
の

保
険
料
の
額
に
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
金
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
市
民
協
働
課
市
民
年
金
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
５
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

活
係

☎
㉞
１
１
１
３
（
内
線
１
１
４
）

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

活
係

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
２
１
）

国
民
年
金
は

任
意
加
入
で
き
ま
す

追
納
制
度
も
あ
り
ま
す

来年３月末まで

が　
　

さ
れ
ま
す
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お知らせ

電気火災が起きる原因をチェック
　火災原因として多いのは、「こんろ」、「放火」、「たばこ」ですが、電気関係の器具や配線が原因となる火災も
市内で発生しています。電気は見た目には直火がなく安全に思えますが、使い方ひとつで火災を引き起こして
しまいます。電気や電気製品の安全な取り扱い方について知り、電気が原因となる火災が起きないように気を
付けましょう。

タコ足配線をしていま
せんか。

コードを束ねた状態で
使用していませんか。

使用後は電源を切り、コ
ードを抜いていますか。

プラグ周りにほこりが
たまっていませんか。

コードの上に家具など
を載せていませんか。

家庭内の電気製品の配線を

もう一度確認してみましょう

こんな使い方してないですか？

問い合わせ先
○指宿消防署
　☎㉒5111
○山川・開聞分遣所
　☎㉞0119
○市危機管理室
　☎㉒2111（内線151）

悪質販売に注意
消防署が特定の業者に販売を委託したり、直接販売したりすることはありません。

住宅用火災警報器の設置をお願いします
　住宅火災による焼死を防ぐため、住宅用火災警報器の
設置が義務付けられています。まだ設置していない世帯
は、早めの設置をお願いします。
　また、消防署では、全世帯の設置調査を実施していま
す。ご協力ください。

束ねないでね!

○コードを柱などにステップル（コの字型の配線用釘）止めしていませんか。 
○コードは許容電流以下で使用していますか。 
○差し込みプラグとコンセントとの間に緩みはありませんか。 
○電気製品は取扱説明書をよく読んで使用していますか。 
○コードを接続する場合、電線の直接接続をせず、接続器を使用していますか。

　　  当たり
ありませんか?心

重いものを
載せない
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お知らせ・クイズ

山
川
砂
む
し
温
泉
（
行
き
11
時
30

分
着
、
帰
り
12
時
30
分
発
）

■
「
尾
下（
10
時
50
分
）～
利
永
～

大
山
～
小
川
～
徳
光
～
浜
児
ヶ

水
」
方
面　
　
　

　

10
月
４
日（
火
）、
11
日（
火
）

■
「
森
松
日
本
生
命
前
（
10
時
50

分
）
～
鰻
～
成
川
～
町
～
福
元
」

方
面

　

９
月
29
日（
木
）、10
月
７
日（
金
）

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
（
行
き
11
時
30

分
着
、
帰
り
13
時
30
分
発
）

■
「
尾
下（
11
時
）～
利
永
～
岡
児

ヶ
水
～
浜
児
ヶ
水
」
方
面

９
月
21
日（
水
）、
26
日（
月
）、

　
　

28
日（
水
）

10
月
13
日（
木
）、
14
日（
金
）、

　
　

17
日（
月
）、
20
日（
木
）

問
い
合
わ
せ
先

　

山
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉟
２
２
６
０

　

交
通
安
全
講
習
会
を
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。
ど
の
会
場
で
も

受
講
で
き
、
運
転
免
許
を
持
っ
て

い
な
い
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
、
受
講
者
に

は
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
地
区
交
通
安
全
協
会

　

☎
㉔
２
０
８
０

○
危
機
管
理
室
安
全
安
心
対
策
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

　

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で

を
５
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

入
浴
回
数
券
は
11
枚
綴つ

づ

り
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
ら
ん
の
湯
を
十
分

に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。　
　
　

　
　
　
　
　
　

提
供こ

ら
ん
の
湯　

錦
江
楼

☎
㉒
３
３
７
７

も
う
す
ぐ
楽
し
み
な
指
宿
○
○

祭
で
す
ね
。

■
ヒ
ン
ト

温
泉
の
恵
み
に
感
謝
す
る
指
宿

温
泉
祭
は
、
10
月
22
日（
土
）・

23
日（
日
）開
催
で
す
。

　

○
○
に
当
て
は
ま
る
言
葉
と
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

ペ
ン
ネ
ー
ム
を
記
入
の
上
、
は
が

き
ま
た
は
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
併
せ
て
、
広
報
い
ぶ
す

き
に
関
す
る
感
想
、
指
宿
市
へ
の

思
い
、
紹
介
し
た
い
場
所
・
風
景
、

身
近
な
出
来
事
な
ど
、
な
ん
で
も

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
ご
意
見
等
は

広
報
紙
に
掲
載
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ク
イ
ズ
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
の

上
、
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

当
選
の
発
表
は
、
景
品
の
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
多
く
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
応
募
締
切
日

　

10
月
７
日（
金
）必
着

◎
応
募
先

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
７
）

　

s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

※
商
店
・
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

景
品
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
連
絡

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

こ
ら
ん
の
湯

錦
江
楼
の　

入
浴
回
数
券

問
題

応
募
方
法

Q
Ｕ
Ｉ
Ｚ

山
川
地
域
の
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
バ
ス
の
運
行

事
故
防
止
に

交
通
安
全
講
習
会

地域 日　　程 対象地域 会　　　　　場 時　　間

開聞
９月27日（火） 開　　　聞 開聞農村環境改善センター

19：30～20：30

９月28日（水） 川　　　尻 川尻ふれあい交流館

指宿

９月29日（木） 池　　　田 池田校区公民館
10月４日（火） 新　西　方 新西方中央公民館
10月５日（水） 岩本・小牧 岩本漁協漁村センター
10月６日（木） 魚　　　見 魚見校区公民館
10月11日（火） 指　　　宿 垂門公民館
10月12日（水） 指　　　宿 指宿校区公民館
10月13日（木） 柳　　　田 柳田校区公民館
10月18日（火） 丹　　　波 丹波校区公民館

山川

10月19日（水） 大　　　山 大山集落センター
10月20日（木） 小　　　川 小川区集落センター
10月25日（火） 福元・町区 山川文化ホール
10月26日（水） 利永・尾下 利永集落センター
10月27日（木） 岡 児 ヶ 水 徳光公民館
11月１日（火） 浜 児 ヶ 水 浜児ヶ水集落センター
11月２日（水） 成 川 ・ 鰻 成川区民センター
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期　　　日 時　　間（◎は受付） 事　業　・　行　事　名 会　　　場

９月28日㈬
9:00～11:00 母子健康手帳交付、妊婦相談、保健センター開放

指宿保健センター

◎ 13:00～13:15 ３歳児健診
10月３日㈪ 9:15～11:00 成人定期健康相談

10月５日㈬
9:00～11:00 母子健康手帳交付、妊婦相談、保健センター開放

◎ 13:00～13:15 １歳６か月児健診

10月12日㈬
9:00～11:00 母子健康手帳交付、妊婦相談、保健センター開放

◎ 13:00～13:15 乳児・産婦健診
10月14日㈮ ◎ 13:00～13:15 ６～８か月児健診

10月19日㈬
9:00～11:00 母子健康手帳交付、妊婦相談、保健センター開放

◎　9:15～10:30 育児相談
◎ 13:00～13:15 ２歳児健診

期　　　日 時　　間（◎は受付） 事　業　・　行　事　名 会　　　場
９月26日㈪ 9:00～11:00 母子健康手帳交付、妊婦相談

開聞保健センター

９月30日㈮ 9:00～11:00 保健センター開放

10月７日㈮

9:00～11:00 保健センター開放
9:00～11:00 母子健康手帳交付、妊婦相談

10:00～11:30 育児相談
◎ 13:00～13:15 １歳６か月児健診

10月14日㈮ 9:00～11:00 保健センター開放

期　　　日 時　　間（◎は受付） 事　業　・　行　事　名 会　　　場
９月21日㈬ 10:00～13:00 ヘルシーランド健康相談 ヘルシーランド

10月３日㈪

9:00～11:00 母子健康手帳交付、妊婦相談

山川文化ホール
10:00～11:30 育児相談

◎ 13:00～13:10 乳児・産婦健診
◎ 13:10～13:20 ６～８か月児健診

10月５日㈬ 10:00～13:00 ヘルシーランド健康相談 ヘルシーランド

10月17日㈪
9:15～11:00 成人定期健康相談

山川文化ホール
9:00～11:00 母子健康手帳交付、妊婦相談

10月19日㈬ 10:00～13:00 ヘルシーランド健康相談 ヘルシーランド

〒
891 -0497　

鹿
児

島
県

指
宿

市
十

町
2424番

地
http://w

w
w

.city.ibusuki.lg.jp
☎

㉒
2111（

内
線

127）
　

   info@
city.ibusuki.lg.jp

広
報

い
ぶ

す
き

　
平

成
23年

９
月

号
　

お
知

ら
せ

版
　

N
o.41

編
集

発
行

　
　

指
宿

市
市

長
公

室
広

報
統

計
係

保健センター・相談

指宿地域

山川地域

消費生活 訪問販売や契約のトラ
ブルなど消費生活に関
する相談に応じます。
指宿庁舎（商工水産課）

毎週月～金曜日
（祝日は除く）
９時～17時

婦　人 家庭、結婚、離婚、子
育て、仕事などさまざ
まな相談に応じます。
指宿庁舎（地域福祉課）

毎週月・水・金曜日
（祝日は除く）
９時～16時

年　金 年金に関する手続き、
相談に応じます。

中央公民館
10月12日㈬
10時～12時、13時～
15時

児　童 非行、学校生活、虐待な
ど、児童に関するさまざ
まな相談に応じます。　
指宿庁舎（地域福祉課）

毎週火・水・金曜日
（祝日は除く）
９時～16時

心配ごと 生計、家庭、住宅、
健康、法律、財産、
事故、福祉全般、苦
情などさまざまな相
談に応じます。

指宿老人福祉センター
　毎週金曜日（祝日は除く）
　９時～15時
山川文化ホール
　10月５日㈬、19日㈬
　13時30分～16時30分

［出張相談］
９月28日㈬、
10月５日㈬、12日㈬、19日㈬
開聞庁舎
　９時30分～12時
山川文化ホール
　13時30分～16時

各種相談各種相談

保健センター日程表 問い合わせ先　指宿保健センター　☎㉒2111（内線283）  

開聞地域

日
曜

行　
事　
な　
ど

９　
　
月

15
木

16
金

17
土

学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

お
は
な
し
会（
開
聞
図
書
室
）

18
日

19
月　
敬
老
の
日

20
火

21
水

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動（
～
30
日
）

22
木

23
金 　
秋
分
の
日

県
長
距
離
走
指
宿
大
会

県
委
託
事
業　
鶴
亀
ツ
ア
ー

24
土
３
世
代
ふ
れ
あ
い
自
転
車
安
全
利
用
競
技
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会（
山
川
図
書
館
）

25
日

秋
の
ク
リ
ー
ン
指
宿

利
永
小
運
動
会（
校
区
合
同
）

26
月

27
火

28
水

29
木

30
金

10 　
　
月

1
土

無
料
法
律・登
記・税
務
相
談

2
日

小
学
校
運
動
会（
利
永
小
除
く
）

3
月

4
火

5
水

6
木

7
金

8
土

い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭

9
日

10
月　
体
育
の
日

11
火

12
水

13
木

14
金 広

報
ご
よ
み
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